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術を行った。肺表面に半径 1㎝の吸盤を-400mmHgの吸引圧で 6カ所、-540mmHgで 5カ
所に 1時間、合計 11カ所に吸着させ、7日後に局所の組織学的評価を行った。検討項目とし
て肺胞変形、胸膜肥厚、胸膜内出血、肺実質または肺胞出血、間質肥厚を挙げた。肺胞変形
はその程度により 4段階（Grade 3：3点 全体的な無気肺所見、Grade 2：2点 肺実質深部










的検討で吸盤群は鉗子群よりも肺胞構造の変形が有意に軽減され（平均値 0.5 vs 2.3 : p = 
0.0053）、総スコア数は有意に低かった。（平均値 1.73 vs 4.25 : p = 0.0001） 
有用性評価の結果 






























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 11 月 13 日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
